
PDF issue: 2025-06-01

宮古西原方言の語彙(4)

名嘉真, 三成 / NAKAMA, Mitsunari

(出版者 / Publisher)
法政大学沖縄文化研究所

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
琉球の方言

(巻 / Volume)
16

(開始ページ / Start Page)
21

(終了ページ / End Page)
55

(発行年 / Year)
1992-03-10

(URL)
https://doi.org/10.15002/00012610



宮古西原方言の語彙（Ⅳ）

AStudyofVocabularyon

NislliharaDialectin

Miyakols．（Ⅳ）

名嘉真三成

てい

-てい-tｉ［接尾］たち。複数を示す。ばんてぃ（私たち我々)。⑭ばんちや￣や￣ん

かいはらでぃ（我々は家に帰ろう）。

てい－ｔｉｘ［名］手。二本足で立つ動物の胴体の上部から左右に分かれた部分で、物を持っ

たりする。⑭～ひ＿にむつちゅむちぃ（手で荷物を持つ)。「手を切る」「手に汗を

握る」「話し手」「手みやげ」などの用法はない。

てい－ｔi：［名］－．－つ。－番初めの数。てぃ￣た－み￣ゆ￣いちいむ￣

ななや＿〈〈とう－と数える時用いる。

てい－ｔi：［感］そう。他人から話を聞いて、そのことについて念を押して確認する時に言

う。⑳～あちや－やしいんな（そう、明日は休みか)。

てい-ｔi：［助］と。格助詞。引用を表す。⑭かいやま￣たかかん～あいたい（あの

山は高いと言った)。

てい－あらかんtiZarakaD［形］手荒い。動作が荒い。てい￣あらぴとう（手の荒い人)･

でい－ぐ。i:gｕ（植）梯姑。インド゛マライ原産のマメ科の高木。春に赤い花が咲く。

てい－じぃかんtixdzlkaD［名］手づかみ。手でつかむこと。⑪～なひ￣とうい（手づか

みで取る)。

てい－しいく：とうｔｉ:sl9utu［名］手仕事。裁縫や手芸など手先の器用さで行う仕事。⑳～

ひ＿て'ぬ＿ふあう（手仕事で飯を食う)。

てい_だるかんtiXdarukaO［形］手がだるい｡手が疲れなどで力が出ない様子。⑰あてい

はたらっちやひ一一（一生懸命働いて手がだるい)。

てい－ちっちゃtixtJittJa［名］手の切れた者。

てい－ちぃｔｉ:tsl［名］－つ。最初の数。ひてぃ￣ちぃとも言う・てい￣ちいた￣ちぃ

み＿ちぃゆ－ちぃいちいちぃん￣ちぃななちぃや￣ちぃくぐいちぃ

とう－と数える。
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てい－ながかんtima9akaU［形］手が長い。⑭さる－－（猿は手が長い)･

てい－ながびとうtima9abitu［名］手の長い者。

てい－に－timiX［名］（新）丁寧。相手の気持を考えて注意深く行動すること。⑬～ん

かんまいゆさぎる（丁寧に拶挨しなさい)。

てい－にゆ－かんtimju:ka9［形］手が遅い。仕事などする時動作がにぶい。⑬かいが

しいかま－～（彼の仕事はのろい)。

て－ぬあっぶあtimuavva［連語］手の脂。手ににじむ汗。精神的に苦しい時などに出る粘

質の汗。⑳うとうるつき－ひ－－ぬいでいい（恐怖で手に脂汗が出る)。

てい－ぬばたtimubata［名］手のひら。たなごころ。

てい－ぬんtixnuO［名］尻。腰の下のふっくらとした部分。てぃぴとも言う。

てい－はじぃtizhadzI［名］手足。手と足。⑳～いばうんない（手足が棒になる)･

てい－びや－かんｔｉ:bja:ka9［形］手が早い。物事の処理が敏速である様子。てぃびゃ￣か

んとも言う。⑳てい－ぴゃ_かいばしいかまいは－t'ぬ（手が早いので仕事が速

い)。

てい－ふういtixfui［名］手振り。手を振ること。⑪～やひ－ばきや－りい（手を振っ

て別れる)。

てい－ふうしtixfuJi［名］手癖。ほしいと思う物につい手を出す癖。⑳～ぬぱいかん

（手癖が悪い凡

てい－ふうじぃtixfudzi［名］手首。手と手のひらとをつないでいる部分。⑭～いまが

い（手首が曲がる)。

てい－ぶす〈tixbusuku［名］手不足。人手が少ないこと。⑳～ひ￣しいかまんなら

ん（人手不足で仕事にならない凡

てい－ぶりやtixburja［名］手の折れた者。手の曲がった者。足の折れた者は、はじいぶ

りやと言う。

てい－まつふあtixmaffa［名］手枕。腕を曲げて枕にすること。⑭てい￣まつふぁ￣

ひ_にう（手枕で寝る)。

てい－まみtiXmami［名］手豆。手にできる豆。こすれて手にできる豆のような水ぶくれ。

てい－まるかんtiZmarukaU［形］手が短い。てぃ－まるぴとう（手が短い人)。

てい－まるびとうtixmarubitu［名］手が短い人。

てい－りtixri［名］手入れ。作られた物にさらに手を加えよりよくすること。⑪きかいゆ

てぃ－りゅ－あしぃ（機械を手入れする)。

てい－んたうtimtau［名］手でいじくりまわすこと。⑳とけいゆ－やひ_んだい（時

計を手でいじくりまわして壊すた

ていいｔｉｉ［動］照る。太陽や月などが光って、辺りを明るくする。⑪てぃだぬあか_あ
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力、～（太陽が明るく照る)。

ていうｔｉｕ［動］投げる。手でつかんだ物をはずみをつけて遠くへ移動させる。なぎいと

も言う。⑳いつす～（石を投げる)。試験を投げる、さじを投げるなど捨てる意味で

は用いない。

ていが－ti9aX［助］なら。接続助詞。仮定条件を表す。⑭かいがいふうていが－ばん

まいいかでぃ（彼が行くならぼくも行こう）。

ていがきいti9akii［動］手がける。何か物事をし始める。⑳しいかまう～（仕事をし始

める凡

ていかじぃtikadzl［名］手数。何か物事をする時の手の数。

でいかしぃdikasf［動］でかす。困難と思われる事を成し遂げる。

てぃがたti9ata［名］手形。手のひらに墨などを塗り物に押した形。

ていがみti9ami［名］手紙。文を書いて他人に送る文書。⑪ていがみゅ_かふう（手紙

を書く）。

ていがらti9ara［名］手柄。功績。他人にほめられる立派な行い。⑳～うたていい（手

柄を立てる)。

ていきｔｉｋｉ［名］敵。戦いや競争などの相手。みかたの対。ていきみかた（敵味方)。

でいきあがいdikia9ai［動］（新）でき上がる。物が使える状態に整っている。⑪たぬんた

いちいんなでいきあがり_どううい（頼んだ着物はでき上がっている)。

でいきいdikii［動］（新）できる。物事が生じたり可能になる。⑳くまんどうたまな－

－（ここにキャベツはできる)。

でいきしや一dikiJaX［名］できる人。でき物。才能があり好成績の人。

ていきがたtiki9ata［名］敵方。敵になった方。⑳～んかいま￣す￣うぐい（敵方に

塩を送るた

ていきみかたtikimikata［名］敵味方。敵と味方。⑪～んなり一たたかう（敵味方に

なって戦う）。

ていぐすいti9usui［名］てぐす。釣糸に用いるもの。⑬～ひ_いう一ちぃぃ（てぐす

で魚を釣る)。

てぃさぎtisa9i［名］手さげ。手にさげて持つかばんなどのこと。ていざぎかばん（手さ

げ鞄)、ていざぎぶくる（手ざげ袋)。

ていさぐいtisa9ui［名］手探り。手先であれこれ捜すこと。⑳～やひ－とうみい（手探

りで捜す)。

ていさじぃtisadzl［名］手ぬぐい。顔や体をふくのに用いるもめんの布。さじぃとも言う。

⑩～ひ－どう－ゆふちぃ（手ぬぐいで体をふく）。

てぃじぃふうんtidzlfu9［名］手こぶし。握り拳。固く握った手のこと。
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てし､そ－tisox［名］手相。運勢が分かるという手筋。⑪～ゆみい（手相を見る)。

てぃだｔｉｄａ［名］太陽。地球に光や熱を与える恒星。⑳～いていい（太陽が照る)。

てぃだがなしいとも言う。

てぃだあみtidaami［名］日照り雨。太陽が出ているのに雨が降ること。ひ_てい－あみ

とも言う。⑪～ぬふうう（日照り雨が降る)。

てぃだがなしぃtida9anasI［名］太陽。太陽を神性化した呼び名･ちいちいがなしぃ（お

月様)。

てぃだまtidama［名］手玉。手につける飾り玉。村の神女などが祭りの時に身につけて用

いる。

ていちいtitsl［名］（新）鉄。堅くて銀色のつやをもち、空気に放置するとさびやすい金

属。あかがlこが古い呼び方。

ていつぶ一tippuX［名］鉄砲。⑭～ひ－うちぃ（鉄砲で撃つ)。

てい－ぬく－tiXnukux［連語］手の甲。手首から先の物を握ることのできない外側の面。

てぃびｔｉｂｉ［名］①尻。てぃ－ぬんとも。②びり。終わり。⑭～からどうふうう（びり

から来る)。

てぃびかうかんtibikaukaO［形］尻がかゆい。

てぃびかたtibikata［名］後ろ方。正面と反対の方向。⑳～んかいゆつちぃ（後ろ方に

寄る)。

ていびがるかんtibi9arukaO［形］尻が軽い。仕事のためよく動きまわる様子。

てぃびだるtibidaru［名］尻が重いこと。仕事をせず座ってばかりいること。またその人。

てぃびだるかんtibidarukaO［形］尻が重い様子。仕事をせず座ってばかりいる様子。てぃ

びんぶかんとも言う。

てぃびぬみ－tibinumix［名］尻の穴。肛門。

てぃびんぶかんtibimbukaO［形］尻が重い。気軽に立って動こうとしない様子。

ていま－timax［名］手間賃。⑳～ゆぃいい（手間賃を貰う)。

ていみじぃtimidzf［名］手水。手ですくった水。

てぃらｔｉｒａ［名］寺。仏事を行う所。宮古には平良市街にある。ていらぬばうじぃ（寺の

坊主)。

ていらしいtirasl［動］照らす。光をあてて明るくする。⑭みなかうとう_いひ－～

（庭をランプで照らす)。

ているｔｉｒｕ［名］手にさげて持つ竹製の籠。

ていんｔｉ９［名］天。空。じぃ－（地）の対。神・霊魂のいる所と考えられている。

‐ていん‐tiO［助］とも。⑳なう～あつじやいん（何とも言えない)。ちゅんとも言う。

でいん。i、［名］銭。お金。金銭。⑪～いまうきい（お金を儲ける)。
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ていんかtiOka［名］天下。全世界。⑪～うとうい（天下をとる)。

ていんが￣ti99a：［名］天の川。夜白くて川のように見える星群。

ていんがなしぃtiO9anasl［名］天の神様。神様。⑭ていんがなっすうがん（神様を拝

む)。

でいんかりやdi9karja［名］金をよく借りる人･金を借りる人。

でいんかりやしゃdi9karjaJa［名］金貸し。高利貸し。

でいんきdiOki［名］電気。物を動かすエネルギーの一つ。電燈。⑬でいんきゅ－ちぃ

きい（電気をつける凡

ていんぐtiD9u［名］天狗。山に住み、鼻が長く飛行できる想像上の怪物。ていんぐぬあ

うじぃ（天狗の扇)。ていんぐばな（天狗鼻)。

でいんぐとうdiU9utu［名］金事。金銭のこと。⑳でいんぐとう￣ぱ￣まきがんてい￣

あっす（金銭のことは正しくしなさい)。

ていんぐぱなtiO9ubana［名］天狗鼻・天狗のように長い鼻。⑪かやばたんささい_

～んない（蜂に刺されて天狗鼻になる)。

でいんぐらdiO9ura［名］金倉。金銭や宝物をしまっておく倉。

でいんさんみんdi9sammi9［名］お金の計算。⑳～ぬあたらん（お金の計算が合わな

い)。

ていんじゃうtind5au［名］天井。屋根裏を隠すために上部に張った薄い板。⑭ゆむぬい

～んきじぃ（鼠が天井で騒ぐ)。

でいんた－しぃdintaXsl［名］浪費。⑪でいんた－つきばいむぬ（浪費は悪いことだ)。

でいんた－しぃびとうdintaxslbitu［名］金遣いの荒い者。でいんた－しゃとも言う。

でいんた－しやdintaXJa［名］金遣いの荒い者。

でいんだかdindaka［名］銭高。銭の総高。

でいんちぃかうdintsIkau［名］金遣い。金を遣うこと。⑳～ゆぱ－まきがんてい_

あっす（金遣いは正しくしなさい)。

ていんとう－tintu：［名］天道。空。天のこと。

ていんとう－むしぃtintuxmusl（動）てんとう虫。背中が半球形の赤・黒のまだらのある

虫。

ていんぬひとうtinnu9itu［連語］天の人。天上の人。神。⑭～ぬうり－んみや_い

（天の人が降りていらっしゃる)。

ていんぱうtimbau［名］虹。雨上がりの空や滝などに七色の弓形をして見えるもの。⑬～

ぬかかい（虹がかかる)。

でいんばくdimbaku［名］お金を入れる箱。昔は木製のものが多かった。

ていんばちぃtimbatsI［名］天罰。悪事への自然のむくい。
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でいんぷくるdimbukuru［名］銭袋。財布。

ていんぷらtimpura［名］てんぶら・小麦粉を油で揚げたもの。さた～（砂糖てんぶ

ら)。いう～（魚てんぶら)。す_～（野菜てんぶら）などがある。ばんぴんとも言う。

ていんまtimma［名］伝馬。仁馬船の略。荷物を陸揚げする時などに用いる小船。ていん

ましんとも。

でいんまうきdimmauki［名］金儲け。⑪でいんまうきゃ￣むちいかしいむぬ（金儲け

は難しい)。

ていんまくtimmaku［名］天幕。テント。⑬ていんまく一はい（天幕を張る)。

ていんましんtimmaJiD［名］伝馬船。ていんまと略すことも。⑪～ひ－に－ゆあぎい

（伝馬船で荷物を揚げる)。

でいんむちやdimmutJa［名］金持ち。

て

て－ちtextJi［名］－つ。第１番目の数。てい_ちぃとも言う。て－ちた－ちみ－ち

ゆ－ちいちちと数える時用いる。

てんｔｅＯ［名］（新）点。①鉛筆の先などで付けたような小さな印。②成績を示す得点。

てん〈てん〈てい－teOkuteOkutix［副］ガクンガクンと。びっこをひき歩く時の様子。⑭

～あいちぃ（ガクンガクンと歩く）。

でんてい－denti：［副］ドンと。物などが倒れる時の様子。⑳～しいまとうりやいた

うりい（ドンと関取が倒れる)。

でんぽ－dempox［名］（新）電報。電信により行う通信のこと。⑳～ゆうちぃ（電報を

打つ)。

でんわ。eUwa［名］（新）電話。声の音波で離れている人と話せるようにした機械。⑪～

うかきい（電話をかける)。

とう

とうｔｕ［助］と。格助詞。①動作・作用を行う上で要求される相手を示す。⑪うっとう

とうしぃまうとうい（弟と相撲を取る)。②比較の対象がそれである旨を示す。⑪

ばがたきや－つぶあとうゆぬむぬ（ぼくの背丈は君と同じだ)。③ひとまとまり

のものとして示す時用いる。⑪っぶあとうばんとうどういらばいたい（君とぼくとが

選ばれた)。

-とう－tｕ［接尾］斗。容積の単位。一石の十分の－．いつとう（－斗）にとう（二

斗）さんとう（三斗）ゆんとう（四斗）のように数える。

どうｄｕ［助］ぞ。係助詞。体言や用言について強調の意味を表す。⑪っぶぁどうま
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しぃ（君が良い）力､ちぃどうしぃ（書きぞ為る)。

とういｔｕｉ［名］（動）鳥。体に羽毛が生え、空を飛ぶことの出来る動物。⑭～ぬとうう

（鳥が飛ぶ)。

とういｔｕｉ［名］酉ｄ十二支の一つ。第十番目。方向では西を、時間では午後五時から二

時間を指す。に－（子）うしぃ（丑）とうら（寅）う－（卯）たちぃ（辰）

み－（巳）うま（午）ひちぃ（未）ざる（申）とうい（酉）いん（戌）

び－（亥）と呼ぶ。

とういｔｕｉ［名］樋。屋根の雨水を受けたり、水を離れた所に送る仕掛け。⑳～ゆ

とう－しぃ（樋を通す)。

とういｔｕｉ［動］取る。①自分の手元に収める。⑬しゅむつちゅ～（本を取る)。②盗む。

⑭でいんい～（お金を盗む)。③捕獲する。⑪ゆむぬ－～（鼠を取る)。

とういあ－しぃtuiaXsI［動］取り合わす。つり合いがとれるようにする。⑳くいとうか

りゅ－～（あれとこれをとり合わす)。

とういあぎいtuia9ii［動］取り上げる。特にとりたてて問題にしたり、申し出た事を無視

せず聞き入れる。⑳しいまぬむんだいゆ～（集落の問題を取り上げる)。

とういいりtuiiri［名］取り入れ。農作物の収獲。⑪〈とうしいぬまいいとういい

りや－いちい（今年の米の取り入れはいつだ)。

とういかいいtuikaii［動］取り替える。ある物と他の物とを交替する。⑪たたみゅ－

み_むぬんかい～（畳を新しい物と取り替える)。とういかいむぬ（取り替え物)。

とういかいしぃtuikaisf［動］取り返す。再び自分のものにしたり、もとのようにする。

⑬しぃまう～（島を取り返す)。

とういかいむぬtuikaimunu［名］取り替え物。文替された物。＠やどういとういかいむ

い-にゃ－んな（戸の取り替え物はないか)。

とういかかいtuikakai［動］取り掛かる。事をやり始める。⑭しいかまんかい～（仕事

に取り掛かる)。

とういかぐtuika9u［名］鳥かご。鳥を入れて飼うかご。⑳とういかぐんとういゆい

り一ちぃかなう（鳥かごに鳥を入れて飼う）。

とういかくんtuikakuO［動］取り囲む。回りを封じるようにする。⑭しぃまう～（集落

を取り囲む)。

とういさぎいtuisa9ii［動］取り下げる。提出したものを元に戻す。⑭うつたいゆ～

（訴えを取り下げる)。

とういしまいtuiJimai［名］取締り。違反行為などがないように監督すること。とういし

まいじき（取締り期間)。

とういしまいtuiJimai［動］取締る。違反行為などのないように監督する。⑪ぬしぃ
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どう－～（泥棒を取締る)。

とういしまいじきtuiJimaid5iki［名］取締り期間。

とういしらびtuiJirabi［名］取調べ。詳しく調査すること。⑪とういしらぴぬどう

ちゅ－かい（取調べが厳しい)。

とういしらびいtuiJirabii［動］取調べる。詳しく調査する。

とういしいがいtuisl9ai［動］取りすがる。衣服などを掴んで離れまいとする。⑪とうい

しいがり－たいん（取りすがって頼む)。

とういしよ-ぶtuiJo:ｂｕ［名］取り勝負。取り合い。力､－しいとういしよ－ぶ（菓子の取

り合い)。⑰とういしよ－ぶ_あしぃ（取り勝負を為る)。

とういするいいtuisuruii［動］取り揃える。漏れなく集める。⑳さやふうだ_うゆ～

（大工道具を取り揃える)。

とういちがいいtuitJi9aii［動］取り違える。とういばつばいいとも言う。⑭ふうにゅ－

とうふ－しいぬみ－ゆ～（蜜柑と枇杷を取り違える)。

とういちいきいtuitslkii［動］取り付ける。器具などをある物に装着する。⑳はんどぅ

ろ_～（ハンドルを取り付ける)。

とういちいちぃtuitsltsl［名］問い尋ねること。徹底的に質問すること。

とういちいみtuitslmi［名］問いつめること。厳しく問いただすこと。

とういちいみいtuitsImii［動］問いつめる。本当のことを言うまで厳しく問いただす。

、つふあう～（子供を問いつめる)。

とういどうくるtuidukuru［名］取り所。とりえ。長所。⑳かいがとういどうくる_

ゆ－はたらちぃ<とう（彼の長所はよく働くことだ)。

とういなうしぃtuinausl［動］取り直す。もう一度取る。⑭しぃまう～（相撲を取り直

す)。

とういぬくしぃtuinukusl［動］取り残す。取らないで置いておく。⑳とういぬくしいた

いっさぬういい（取り残した雑草が生える)。

とうぃはつちゃきいtuihattJakii［動］取り逃がす。⑪いんい～（犬を取り逃がす)。

とういばつぱいいtuibappaii［動］取り違える。とういちがいいとも。⑩いんびちぃとう

くりゆんぬ～（鉛筆とクレヨンを取り違える)。

とういみtuimi［名］鳥目。夜盲症。夜になると目が見えなくなる眼の病気。

とうぃむてぃtuimuti［名］取り分。取り前。⑳っぶぁがとういむてや－くさき（君

の取り分はこれだけだ)。

とういむどうしぃtuimudusl［動］取り戻す。再び自分のものとする。⑳や－ゆ～（家

を取り戻す)。

とううｔｕｕ［動］飛ぶ。空中を移動する。⑳とういいていんい～（鳥が空を飛ぶ)。
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とううｔｕｕ［動］問う。尋ねる。分からないことを人に質問する。⑭どうしいぬや_ゆ

とうい_いふう（友達の家を尋ねて行く）。

とう－ｔu：［名］十。九の次の数字。ひていちい（－つ）ふうた_ちぃ（二つ）み－

ちぃ（三つ）ゆ_ちぃ（四つ）いちいちぃ（五つ）ん－ちぃ（六つ）ななちぃ

（七つ）や－ちぃ（八つ）くぐいちぃ（九つ）とう－（十）と数える。

とう－ｔｕｘ［名］沖。深海。⑪とう_んかいいでいい（沖に出る)。

どう－．ｍ［名］①胴。体。ふどう－（大きな体)。どう－ながぴとう（背の高い人)。⑭

どう_ぬがば－かん（体が大きい)。②自分。ならがどう－（自分自身)。⑬どうひ_

あっす（自分でやれ)。

とう－いｔＭ［名］灯籠。ランプ。石油を燃やして光を得るもの。とう_いぬしん（ラン

プの芯)。とう－いぬふや（ランプの火屋)。⑪とう－いゆちぃきい（ランプを点け

る)。

とう－いｔｕｘｉ［名］通り。すでに理解されている内容と同じ状態であること。あいとう_

い（言う通り）。あしぃとう－い（為る通り）。

とう－いｔｕＸｉ［動］通る。ある地点を過ぎて行く。⑭ばがまいゆとう－り－はい

（ぼくの前を通って行く）。

どう－かうかんduXkaukaO［形］体が痒い。⑪どう－かうかいばんぴゃ_いん（体が痒

くて我慢できない)。

どう－かってぃ。u:katti［名］自分勝手。迷惑など考えずに自分に都合がいいように行動

すること。どう－かっていなむぬ（自分勝手な者)。どう－かってぃなぴとう（自分勝

手な人)。⑪どう－かってや－ひ－やどうっきちゅっふあいん（自分勝手では友

達はつくれない)。

どう－がるかんduX9arukaD［形］体が軽い。どう_がるぴとう（体が軽い人)。⑳やいび

とう_～（痩せた人は体が軽い)。

どう－がるびとうdu9arubitu［名］体の軽い人･⑭かでいふうちいんなどう￣がるぴ

とう_とうぴどうはい（台風には体の軽い人は飛んで行く）。

とう－かんtuXkaO［形］遠い。間の隔たりが大きい。とう_や_（遠い家)。とう_どう

くま（遠い所)。⑪うちいな－やみや－<から_～（沖縄は宮古からは遠い)。

どう－ぐりかんdux9urika9［形］心苦しい。きまりが悪い。⑳どう￣ぐりかいばくまん

なうらいん（きまりが悪くてここには居られない)。

とう－しぃｔｕ:ｓｌ［動］通す。通るようにする。⑰はいいみ_ゆ－（針の穴を通す)。

とう－ちいきｔｕ:tsIki［名］言いつけ。命令。⑭なら－しいまい～まいひらいん（教

えることも命令することもできない)。

とう－ちぃきいｔｕ:tslkii［動］命令する。言いつける。⑭ゆなか－ふかんかいい
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でい－なてぃ_～（夜は外に出るなと命令する)。

とう－どうくまtuXdukuma［名］遠い所。⑳～んかいあす－がいふうな（遠い所へ遊

びに行くな)。

どう－ながびとうduma9abitu［名］背の高い人･やぐみどう￣ながぴとう（大変背の高

い人)。

どう－ひぎやうかんduxCi9jaukaO［形］体がくすぐったい。

どう－ぶにduxbuni［名］体の骨。⑳～ぬや人かん（体の骨が痛い)。

とう－ま－いtuxmaxi［名］遠回り。遠い道を回って行くこと。⑳とう－ま_いやひ－

いちい（遠回りで行く)。

どう－ま－いduZmaxi［名］胴体。胴回り。胴の周囲の長さ。⑳～ぬながかん（胴回り

が長い)。

とう－みｔｕｍｉ［名］遠見。小高い所から遠くを見ること。とう_みだい（遠見台)。

とう－みｔｕｍｉ［名］遠目。遠視眼。ちかみ（近目）の対。

とう－みだいtuXmidai［名］遠見台。遠見するための小高い所。⑭～んぬ－り_いん

いみい（遠見台に上がって海を見る)。

とう－や－tuxjaX［名］遠い家。遠くにある家。ちぃかや_（近い家）の対。＠かいが

や_やとう－や_やいば、きゅ_んなちいかん（彼の家は遠い家だから、今日中に

は着かない)。

どう－やしいかん。u:jaslkaD［形］たやすい。やりやすい。どう￣やしいむぬがま（たや

すい事)。やぐみぬどう－やしいむぬ（大変たやすい事)。＠しきんなどう－やしいむ

ぬどうあたし､（テストはたやすかった)。

どう－やぱかん。u:japaka9［形］体が柔らかい。体の節々がよく曲がる。どう￣やぱむぬ

（体が柔らかい者)。どう_やぱぴとう（体が柔らかい人)。

どう－やぱびとうdmjapabitu［名］体が柔らかい人。⑳どう－やぱぴとう￣たいす￣ぬ

しんし_んどうない（体が柔らかい人は体操の先生になる)。

どう－やぱむぬ。u:japamunu［名］体が柔らかい者。

どう－やんかんduxja9kaO［形］体が痛い。⑳ひ￣まがま￣しい～（一日中体が痛い)。

どう－ゆ－かん。u:juXkaD［形］体が弱い。体力が弱い。どう￣ゆ￣っふぁ（体が弱い子

供)。⑭んまりふうたきな－～（生まれてすぐは体が弱い)。

どう－ゆ－つふあduxjuZffa［名］体が弱い子供。⑳どう_ゆ￣っふあやいばまさがん

てぃ－みばかり（体が弱い子供だから、ちゃんと育てなさい)。

とう－んちぃtuXntsl［名］遠道。遠い道のり。⑪とう－んかいぬんつちややぐみぬ

～（中国への道は大変な遠い道のりだ)。

どう－んぶかんdumbuka9［形］体が重い。どう￣んぶぴとう（体が重い人)。⑭しいま
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とうりや_～（相撲取りは体が重い)。

どう－んぶびとうduZmbubitu［名］体の重い人。体重の多い人。

とうかｔｕｋａ［助］とか。並立助詞。思いつくままに例を列挙することを表す。⑳いんとう

かまゆとうかいどういっぱいうい（犬とか猫とかがたくさんいる)。

とうがｔｕ９ａ［名］科。非難。ひとうぬとうが（人の非難)。

とうかいtukai［名］都会。人口の多いにぎやかな所。文化の中心地。いなか（田舎）の

対。とうかいなり（都会`慣れ)。とうかいぬひと（都会の人)。⑳～やくらしいぐ－む

ぬ（都会は暮らしにくい)。

とうがいtu9ai［名］とがっていること。またその物。とうがいむぬ（とがったもの)。⑭

～ていぬむぬんかいやき－ゆちいきる（とがったものには気をつけろ)。

とうがいtu9ai［動］とがる。先が鋭く細くなる。⑭いんびちいぬしんぬ～（鉛筆の

芯がとがる)。

とうかいなりtukainari［名］都会慣れ。垢抜けすること。いなかなり（田舎慣れ）の対。

⑪～ひ－あばらぎんなり－うい（都会慣れして美しくなっている)。

とうかしぃtukasI［動］溶かす。固まっていたものを液状にする。⑪かにゅ_～（金属

を溶かす)。

とうがみtu9ami［名］とがめ。過失や罪を責めること。

とうがみいtu9amii［動］とがめる。過失や罪を取り立てて責める。⑳ぬしぃどう－～

（泥棒をとがめる)。

とうがらしぃtu9arasI［動］とがらす。とがるようにする。先が鋭く細くなるようにする。

⑩うぎんぬとうぎ－－（銘を研いでとがるようにする)。

とうきｔｕｋｉ［名］時。①－昼夜を区分したもの。②ある範囲に渡る間。ばかかいとうき

（若い時)。③流れの一点。たうりたいとうき（倒れた時)。

とうき－ｔｕｋＭ名］時計。時間を計る器械。⑭っぶぁがとうき－やなんじやいば（君

の時計は何時だ)。

とうきいtukii［動］溶ける。固まっていたものが液状になる。⑭〈－りぬ～（氷が溶け

る)。

とうぐｔｕｋｕ［名］得。利益。もうけ。とうぐあしぃ（得する)。

とうぐｔｕｋｕ［名］徳。人を救済する善行。とうくいあいひとう（徳のある人)。⑳とう

ぐ－ちいん（徳を積む)。

とうぐｔｕｋｕ［名］床。①寝床。⑬とうぐ－とうい（床を取る)。②床の間。花や置物を

飾る座敷の上座にある所。⑪とうぐんはなうかざい（床の間に花を飾る)。

どうぐｄｕｋｕ［名］毒。①飲むと健康や生命に害になるもの。②そのもののためにならな

いもの。み－ぬぐう〈（目の毒)。
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とうぐばらtukubara［名］床柱。床の間にある柱。たきいとう<ばら（竹製の床柱)。

とうくまtukuma［名］所。①場所。じゃうどうくま（いい所)。やなどうくま（悪い所)。

②場所を数える単位。ひとう～（一所比ふうた～（二所)。

とうくるtukuru［名］所。①場所。②場所を数える単位。

とうくるがんtukuru9a9［名］所神。神の－種。

とうくるどうくるtukurudukuru［名］所々・あちこち。方々・

とうしぃｔｕｓｌ［名］年。年齢。んまりどうしい（生まれ年)。<とうしぃ（今年)。たちぃ

どうしぃ（辰年)。⑭とつすとうい（年を取る)。

とうしぃｔｕｓｌ［名］砥石。刃物を研ぐ石。⑪とうしいひ－ぃあらうとうじぃ（砥石で

鎌を研ぐ)。

どうしぃｄｕｓＩ［名］同志。友達。同年の友達。年齢に関係しない友達はあぐと言う。じゃ

うどうしぃ（いい友達)。やなどうしぃ（悪い友達)。どうしいんみ（友達たち)。⑪～

とうあすう（友達と遊ぶ)。

どうしぃｄｕｓＩ［名］どす。短刀。

とうじぃtudzI［名］妻。配偶者としての女性の方。とうじいぶとう（夫婦)。とうじいつ

ふあ（妻子)。とうじいとうしゅ一とう（妻と姑)。とうじぃとうみ（妻を要ること)。

⑳とうっじゅさ_リーふうう（妻をつれて来る)。

とうじぃtudzl［動］研ぐ。砥石などで刃物が切れるようにする。⑪ぃあらう～（鎌を

研ぐ)。まいゆ～（米を研ぐ)。

とうしいがか－じぃtusl9akaxdzI［連］毎年。とうしいがか_じぃぬくとう（毎年のこと)。

⑳～んかでいふうちいいふうう（毎年台風が来る)。

とうしぐるtuJi9uru［名］（新）年頃。何らかの観点から見た大体の年令。つきぎあしい

とうしぐる（結婚する年頃)。

とうじいつふあtudzIffa［名］妻子。妻と子。⑭とうじぃつふあうちぃかなう（妻子を

養う)。

とうしいぬく－tuslnukuz［名］年の功。年をとって多くの経験を積むこと。またその功

徳のこと。

とうしいぬゆ－tusmujuX［名］大晦日の夜。一年の最後の夜。

とうじいぶとうtudzIbutu［名］夫婦。結婚したて公認された一組の男女。みゅ－とうと

も言う。⑳～んない（夫婦になる)。

とうじいまいtudzImai［名］戸締り。盗難予防のため戸を厳重にすること。⑳～ゆあ

しぃ（戸締りをする)。

とうじいみいtudzlmii［動］①なおす。終う。⑭だ_うゆ～（道具を終う)。②締めく

くる。完成する。
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とうだなtudana［名］戸棚。物を入れる家具の一つ。⑪～んかいむい￣いりい（戸棚

に物を入れる)。

とうたんtutaD［名］トタン。薄い鉄板に亜鉛をめっきした金属。とうたんや￣（トタン

葺きの家)。とうたんがに（トタンの金属)。

とうちぃじぃtutsIdzl［動］嫁ぐ。嫁に行く。⑳がば－や－んかい～（大きな家に嫁ぐ)。

とうっぶあtuvva［名］台所。食事を調理する所。⑭～んうまつちゅむ－しぃ（台所

で火を燃やす)。

とうどうきいtudukii［動］届ける。相手の手元まで行くようにする。とうどうきむぬ

（届け物)。⑪しゅむつちゅ～（書物を届ける)。

とうとうしぃtutusl［名］十年。⑪んみやとうとうしいなり－どううい（もう十年

経っている)。

とうどうきむぬtudukimunu［名］届け物。

とうどうちぃtudutsf［動］届く。相手の手元まで移動する。⑳てぃがみぬ～（手紙が

届く）。

とうどうまいtudumai［動］（新）止まる。その場所でしばらく動かないでいる。⑳たび

ききんとうどうまり_うい（旅先で止まっている)。

とうどうみいtudumii［動］止める。移動しようとするものを動かないようにする。⑳は

らってい－ういひとう－～（帰ろうとする人を止める)。

とうどうるちぃtudurutsI［動］鎌〈。音が遠くまで響く。⑳な_ぬ～（名前が轟く）。

とうないtunai［名］隣り。一番近い位置。とうないいや-（隣りの家)。とうないぴとう

（隣り人)。や_どうない（家隣り）。⑬～んかいいちい（隣りに行く）。

とうないびとうtunaibitu［名］隣り人。一番近くに住む者。⑪とうないぴとう－たじぃ

にい（隣り人を訪ねる)。

とうないむらtunaimura［名］隣り村。－番近くの集落。

とうぬうtunuu［動］跳ぶ。跳び上がる。とうぬじぃとも言う。⑪うどうるき－－（驚

いて跳び上がる)。

とうぬかtunuka［名］卵。鳥・魚などの雌が産む丸い形をしたもの。とういぬとうぬか

（鳥の卵)。いういとうぬか（魚の卵)。⑭～うぱい（卵を割る)。

とうばしぃtubasI［動］飛ばす。空中を移動するようにする。⑪ひこ￣きゅ￣～（飛行

機を飛ばす)。

とうばちぃtupatsl［動］唾を吐く。⑳ちぃっちゅ～（唾を吐く）。

とうびくんtubiku9［動］飛び込む。勢いをつけて何かの中へ入って行く。⑭みじいんか

い～（水に飛び込む)。

とうびやがいtubja9ai［動］飛び上がる。跳び上がる。⑪かでいひ￣ふきい～（風で
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ゴミが飛び上がる)。

とうびゆ－tubjux［名］（魚）飛び魚。空中を飛ぶ青銀色の海産魚。トビウオ科。⑪～ぬ

とうう（飛び魚が飛ぶ)。

とうまいtumai［動］止まる。移動していたものがそこで動かなくなる。宿泊する。⑭ぱ

しいいていりゅ－しょん～（バスが停留所に止まる)。どうしいぬ～（水道の水

を止める)。どうつすや_ん～（友達を家に泊める)。

どうまつぶいいdumavvii［動］間違える。今までやっていた事などが分からなくなる。⑪

どうまつぶぃ－さんみんぬひらいん（前後が分からなくなり計算ができない)。

とうみいtumii［動］止める。移動していたものを動かなくする。泊める。⑳しいいど－

ぬみつじゅ～（水道の水を止める)。どうつすや－ん～（友達を家に泊める)。

とうみいtumii［動］捜す。見つけようとしてあちらこちら動き回る。拾う。⑳でいんい

～（金を拾う)。

とうみむぬtumimunu［名］探し物。⑳とうみむぬ－なう（探し物は何だ)。

とうむｔｕｍｕ［名］艫。船の後方。船尾。ふうにい－（船の艫)。

とうむｔｕｍｕ［名］伴。従者。供。うとうむ（お伴)。とうむ－あしぃ（伴する)。

とうむぃtumui［名］（地）友利。宮古城辺町の東南に位置する。津波で古いむとうじいま

（元の集落）を失い、現在は海岸から上の方に集落がある。

とうむ－しぃtummsI［動］お伴する。お盆などで先祖の霊を家に迎える。⑪かんぬ～

（神をお伴する)。

とうらｔｕｒａ［名］（動）虎。ネコ科でアジア特産の猛獣。

とうらｔｕｒａ［名］寅。十二支の第三。東北東の方向、時間では午前三時から二時間。

どうらｄｕｒａ［名］銅鍛。ばちで打って鳴らす円板状の楽器。どうらが'ことも言う。

どうらがにdura9ani［名］銅鍛。どうらとも。

どうらぐいdura9ui［名］どら声。太く濁った声。⑳～やちいちいぐりかん（どら声は

聞きにくい)。

とうらしいturasl［動］取らせる。手に入れさせる。⑭むぬ－～（物を取らせる)。

とうりｔｕｒｉ［名］凪。風がなく波が穏やかになること。あきどうり（朝凪)。ゆ_どうり

（夕凪)。

とうりいturii［動］凪ぐ。風がやみ波が穏やかになる。⑪かでいぬゆ－リーとうり_

ふうう（風が弱まって凪いで来る)。

とうりぱいturibai［名］ぼんやりすること。⑪～やひーなうまいふん（ぼんやりし

て何もしない)。

とうりばりやturibarja［名］ぼんやりする人。

どうるｄｕｒｕ［名］泥。物をよごすような士。んたどうる（土泥)。っしゃなどうる（汚な
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い泥)。び－たどうる（不潔な泥)。なび－どうろ（滑っこい泥)。

どうるた－duruta：［名］泥田。泥になった田。

どうるだりかんdurudarika9［形］泥だらけである。どうるだりちいん（泥だらけの着物)。

どうるだりんちぃ（泥んこ道)。⑪あみふう－んなんつちや～（雨降りには道は泥

だらけである)。

とうるとうるturuturu（擬態）とろとろ。うつらうつら・⑭ひ－ま－あちいかいば～

てい－あしぃ（昼間は暑いのでうつらうつらする)。

どうるどうるduruduru（擬態）どろどろ。泥のように柔らかい状態。⑪しい－つす～

てい－にい（肉をどろどろと煮る)。

とうるなturuna［名］（植）不断草。アカザ科の一年草。中国を経て日本に渡り野菜とし

て栽培される。兎のえさにも利用する。

どうるはじぃduruhadzI［名］泥足。泥で汚れた足。

とうるみちぃturumitsl［動］うつらうつらする。⑩き－ぬかぎんとうるみき_うい

（木の影でうつらうつらしている)。

どうるみじぃdurumidzf［名］泥水。泥で濁った水。

どうるんたdurunta［名］泥土。

どうるんたうduruntau［名］土いじり。土遊び。⑳～やひ－なうまいふん（土遊び

して何もしない)。

どうるんちぃduruntsI［名］泥道。雨が降るとぬかるみになるような道。⑪どうるんつ

ちやあいちぃぐりかん（泥道は歩きにくい)。

どうんｄｕＯ［動］拳で突く。⑭人にゅ－～（胸を拳で突く）。

とうんからtuOkara［名］ともがら。同性の生徒同志が友人の家に集まって泊まること。

とうんからあぐ（一緒に寝る友人)。とうんからや－（友人と寝る家)。

とうんからあぐ。tu9karaa9u［名］一緒に寝る同性の友人。５～６人のグループ。

とうんからや－tuOkaraja：［名］同性の友人同志が集まって寝る家。

とうんでぃtundi［名］冬至。二四節の一つ。とうんでいきうがちぃ（冬至の時に行なう

小正月)。

とうんでいいtundii［動］突き出る。⑪や_ぬはなからき－ぬ～（屋根から木が突き

出る)。

とうんでいさうがちぃtundisau9atsI［名］冬至の時に行なう小正月。

とうんびやんtumbjaD［名］（柄）竜舌蘭。細長く厚い葉を持つ常緑多年草。ヒガンバナ科。

筏を作る材料になる。

とうんま－いtummaXi［動］引き返す。元の所へ戻る。⑪とうんま－り－ふうう（引き

返して来る)。
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と

と＿ｔＯｘ［副］もうよい。これでいい。よし。⑳～んみやあしぃな（よし、もう為る

な)。

ど－ｄｏx［感］どうどう。牛馬を制止する時に用いる語。ど￣ど￣（どうどう)。

ど－ｄｏ：［助］ぞ。終助詞。体言、用言について強調の意味を表す。⑳ばが力､ちいん

ど_（ぼくが書くぞ)。

ど－いｄｏｘｉ［助］だぞ。終助詞。訴え呼びかけの時に用いる語。⑪きゅ￣やかでいふう

ちいと゛_い（今日は台風だぞ)。

と－だいtoXdai［名］（新）燈台・岬や港口などにあり、光を出して船に航路を教えるもの。

ど－Ｕｄｏ:ｒｉ［名］（新）道理。世の中で正しいと認められている行動の筋道。むぬいど￣

り（物の道理)。

とんとんtonto9（擬声）トントン･動悸などの音。⑳～てい￣ちぃくいゆったちぃ

（トントンと机をたたく）｡

どんどんdondo9（擬声）ドンドン。太鼓などをたたく音。⑪たいく￣～てい￣う

ちぃ（太鼓をドンドンと打つ几

どんみかしぃdommikasl［動］激しくドンドン音をさせる。⑭やどう－－（戸をドンド

ン音をさせる)。

な

な、ａ［助］な。動詞および使役の助動詞の連体形について禁止の意味を表す。⑬まちい

がいじぃ＿ゆかちぃな（間違った字を書くな)。うっとうんなかかしいな（弟には

書かせるな)。終助詞・

な、ａ［助］か。否定や肯定を尋ねる終助詞。⑳っぶぁ￣いかんな（君は行かないか)。

かいがゆらぴ＿ういひとう－ばんな（彼が呼んでいる人はぼくか)○

な－ｎａ：［名］名。名前。ひとうぬな￣（人の名)。や￣ぬな￣（家の名、童名)。かぎ

な－（美しい名)。じゃうな￣（良い名)。あだな￣（あだ名)。な￣ちいき（名を付け

ること)。⑪な－ゆゆらう（名前を呼ぶ)。

な－、a：［名］縄。わらなどの繊維をより合わせてつくった太いひも。んな（綱）よりは

細い。かやな＿（かやで絢った縄。砂糖黍などを縛る時用いる)。あだなしいな￣（阿

檀の気根で絢った縄。下駄のひもなどに使う）。はなな￣（凧が上がるように角度をつ

けたひも)。⑪な－ゆなう（縄を絢う)。

な－、a:［名］菜。菜っ葉。葉を食する野菜。

-な－‐nax［接尾］①ずつ。程･数詞について～ずつの意味を表す。ひていちいな￣（一

つずつ几ふうたちぃな￣（二つずつ)○み￣ちぃな￣（三つずつ)○ゆ￣ちぃな￣（四
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つずつ)。いちいちいな－（五つずつ)。②体言について副詞となる。⑪うさき－な

とういな（そんなに取るな)。あんし－な_あしぃな（そんなに為るな)。

な_すぐ－naXsukux［名］縄の帯。縄を利用した帯。

な－ちいきnaXtslki［名］名付け。名前を付けること。昔はむいじゃうき（竹で編んだ

皿の形をした大きな容器）に名前を書いた紙を入れ、それを振った時落ちた紙の名前を

付けた。

な－どうnaxdu［名］自分達。⑭な－どうひ－あっす（自分達でやれ)。

ないｎａｉ［名］地震。火山の活動などで起こる地表の揺れ。ちゅ－ない（強い地震)。ゆ_

ない（弱い地震)。⑪ないぬゆしい（地震が寄せる)。

ないｎａｉ［動］成る。①実る。実ができる。⑪ないぬ～（実が成る)。②ある状態や時刻

に達する。⑳ゆさらびん～（夕方になる)。③できる。⑪っぶあんなならん（君に

はできない)。

ないｎａｉ［動］鳴る。楽器などの音が出る。腕が鳴るような表現はない。⑳かにぬ～

（鐘が鳴る)。

ないい、aii［動］萎える。草などが元気がなくなる。⑳つきぬ～（草が萎える)。

ないか一naikaX（地）成川。平良市街地から北へ３km程行った所にある集落。言葉は平良

方言に近い。主に農業を営む。

ないぎやnai9ja［名］足の不自由な人。ないじぃぴとうとも言う。

ないじぃnaidzI［動］なえぐ。びっこをひく。

ないじぃびとうnaidzYbitu［名］なえぐ人。足の不自由な人。

ないつさnaissa［名］萎え草。萎えた草。⑪～うかり-つしる（萎えた草を刈って捨

てなさい)。

なうｎａｕ［名］何。不定称の指示代名詞。なうばいいかばい（どの様に)。⑳～ゆちゆ

んっさん（何にも知らない)。

なうｎａｕ［動］絢う。わらなどをより合わせて一本の太いものにする。⑪人なう～（綱

を絢う）。

なうい、aui［動］治る。病気がよくなる。⑭やんぬ～（病気が治る)。

なうい、aui［動］直る。悪い状態がよくなる。⑳ふうしぬ～（癖が直る)。

なうがらnau9ara［連］何やら。⑭～うむち－〈－（何やらを持って来い)。

なうさnausａ［名］細かい石ころ。道を舗装する時用いる。

なうしい、ausｌ［動］治す。病気を健康な状態にする。⑪やんぬ～（病気を１台す)。

なうしい、ausｌ［動］直す。悪い状態をよくする。⑩きかいゆ～（機械を直す)。

なういば－naunuba：［連］どういう訳。⑳なういば－やひ_どうぐ_んが（どういう

訳で来ないか)。
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なうばいnaubai［副］どんなに。⑭～ふばんならんむぬ_ならん（どんなにやって

もできないものはできない)。

なうやらんnaujara9［副］何でも。⑩～むち－〈_（何でも持って来い)。

なかｎａｋａ［名］中。内部。中央。や－ぬなか（家の中)。なかみ（中身)。⑭～んかい

はいい（中に入る)。

なかｎａｋａ［名］仲。人と人との関係。じゃうなか（良い仲)。ふうた－いがなか（二人の

仲)。⑪～ぬじゃうふうない（仲が良くなる)。

ながあ￣ぐna9aa:9ｕ［名］長い歌。まるあ￣ぐの対。

ながあす－na9aasu：［名］長遊び。長く遊ぶこと。⑪～やひ－んじゃうどうま－

り－うたいが（長遊びしてどこを歩き回っていたんだ)。

ながあみna9aami［名］長雨。梅雨。ながあみぬじき（梅雨の時期)。⑭～ぬっふい－

しぃかまぬひらいん（梅雨が降って仕事ができない)。

ながいちぃna9aitsI［名］長息。息を長く止めること。やぐみながいちい（大変な長息)。

なかういびnakauibi［名］中指。五本の指の真ん中の指。うやういぴ（親指)。ひとぅさ

しいういぴ（人指し指)。なかういぴ（中指)。っすいういび（薬指)。〈ゆぴ（小指）

などと言う。

ながうつすna9aussu［名］後頭部のとがった人。

なかがい、aka9ai［名］仲買。

ながく゛ちぃna9a9utsI［名］長靴。

ながかんna9akaO［形］長い。ある点からある点までの間が遠い。ながういぴ（長い指)。

ながでい－（長い手)。どう－ながんまり（胴の長い者)。⑭あかぬ～（髪が長い)。

ながさna9asa［名］長さ。長いこと。⑭～うはかい（長さを計る)。文を終止すること

もできる。あがいやぐみながさ（ああ大変長いル

ながさなじぃna9asanadzl［名］長いふんどし。まるさなじぃの対。漁師達は鮫対策とし

て普通長いふんどしをする。

なかしい、akasI［動］泣かす。泣くようにする。⑭つふあう～（子供を泣かす)。

ながしい、a9asI［動］流す。流れるようにする。⑳みつじゅ～（水を流す)。ながら

しいとも言う。

ながじぃんna9adzlU［名］長い着物。昔は畑仕事をする時には脛の半分程度の着物を着て

いたから、ながじぃんは課までの長さのものを指す。

ながし<んna9aJikuO［動］流し込む。水などを空いた所へ入れるようにする。⑪せめん

ぬ～（セメントを流し込む)。

ながじばんna9ad3iban［名］長糯絆。和服の時着る長い下着。

なかじるnakad5iru［名］中弦。三味線の真ん中の弦。
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ながすくらna9asukura［名］長い脛。

ながすでい、a9asudi［名］長袖。袖の長い衣服。

なかじゃnakad5a［名］中座。いちばんじゃ－（－番座）とさんばんじゃ＿（三番座）の

間の部屋。

ながじゃ一na9ad5ax［名］長座。長居。長時間他人の家などに居ること。

なかたがいnakata9ai［名］仲たがい。仲が悪くなること。

なかだちnakadatJi［名］（新）仲立。間に立って両者を関係づけたりする。

ながたびna9atabi［名］長旅。長時間の旅。⑳ながたびや_〈－むぬ（長旅はきつい)。

なかちぃnakatsI［名］陰核。

ながちぃじいきna9atsldzlki［名］長続き。仕事などが目標を達成するまで行われること。

⑳かいがしいかまーながちぃじぃきゃ_ふん（彼の仕事は長続きはしない)。

ながちびna9atJibi［名］①長い尻。尻が長いこと。②長居。他人の家などに長く居ること。

なかてい、akati［名］中ぐらいのもの。なかていぬむいとも言う。

ながでい－na9adi：［名］長い手。手の長いこと。ながでい_ぴとう（手の長い人)。まる

でい－（短い手）の対。

ながでい－かんna9adixkaO［形］手が長い。まるでい－かん（手が短い）の対。⑪か

りや－～（彼は手が長い)。

ながちやna9atJa［名］翌日。次の日。うんぬながちや（その次の日几

なかなうい、akanaui［名］仲直り。けんかをやめて親しくなること。⑳～ゆあしぃ（仲

直りをする)。

なかなかnakanaka［副］なかなか。そのものの状態などが予期していた以上であること

を表す。⑳むちいかしいかいば～ひらいん（難しいので、なかなかできない)。

ながながてい￣na9ana9ati：［副］長々と。いかにも時間などが長いような状態。⑭～は

なつすあしぃ（長々と話をする)。

ながなちい、a9anatsI［名］長く鳴くこと。⑭とういぬながなっちゃひ－１こつぶあ

いん（鶏の長鳴きで眠れない)。

なかすとうnakasutu［名］中外。中と外。⑭なかすとう－み＿る（中も外も見なさい)。

ながにna9ani［名］背中。〈さんぴとも言う。なが'こぶに（背中の骨)。⑳～ぬどうや

ん（背中が痛む)。

なが（こぶにna9anibuni［名］背中の骨。背骨。脊柱を組み立てている骨。

ながぬどうna9anudu［名］長首。長い首。まるいどう（短い首）の対。⑪ちいる－－

（鶴は長い首だ)。

ながにゆ_na9anjux［名］長く眠ること。⑪～やひ－まにあ＿ん（長く眠って問に合

わない)。
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ながはじぃna9ahadzI［名］長足。長い足。まるはじぃ（短い足）の対。ながはじぃぴ

とう（足の長い人)。

ながばたらちぃna9abataratsI［名］長く働くこと。⑪人ぬ－ながばたらつちやひ＿

きゅ￣やく￣かん（昨日は長く働いて、今日はきつい)。

ながぱなしい、a9abanasii［名］長話。長い話。⑭ながばなっさうむつし（長話は面白

い)。

ながはま”gahama［名］（地）長浜。伊良部町長浜。伊良部島の南西にある。佐和田の東

隣りの集落。

なかばらnakabara［名］中柱。中心になる柱。

なかびnakabi［名］中日。祭りなどで真ん中に当たる日。

ながびかしい、a9abikasl［動］長びかせる。延引させる。⑪ま＿ぬきじゃいゆ～な

（あまり祭りを延引させるな)。

ながびちい、a9abitsI［動］長引く。延引する。予定した時間以上に事が続く。

ながぶたし、na9abutai［名］長額。長い額。額が長いこと。ながぶたいびとう（長額の人)。

ながぶいna9abui［名］長降り。長雨。⑱～やひ－いじゃまいいかいん（長降りで

どこも行けない)。

ながぶいna9abui［名］長吠え。犬が声を長く引いて吠えること。不吉な前兆と思われて

いる。

なかみnakami［名］①中味。ｉ()のの中にあるもの。とうぬかぬ～（卵の中味、黄味)。②

豚などの臓物。なかみじる（豚の臓物の汁)。

ながみna9ami［名］眺め。注意して見るに値するような景色などのこと。じゃう～（い

い眺め)。かぎ～（美しい眺め)。

ながみ－na9amix［名］長目。長い目。細く長い目のこと。ながみ＿ぴとう（長い目の人)。

ながみい、a9amii［動］眺める。その物だけを注意して見る。⑳ゆか＿まいやまな

ぎゅ－－（遠くの山などを眺める)。

ながみい、a9amii［動］（新）長める。長くする。⑳ちぃんいすす－－（着物の裾を長

くする)。

なかみぬし－むぬnakaminuJiXmunu［名］料理名。豚の臓物の吸物。正月などめでたい日

につくる。

ながみはなna9amihana［名］長い顔。ながみはなぴとう（長い顔の人)。ま＿くみはな

（丸顔）の対。

ながむつすna9amussu［名］長い筵。まるむつす（短い筵）の対。

ながむぬnagamunu［名］①長いもの。②蛇の忌詞。

ながや－na9aja:［名］長屋。細長く造った一棟の家。
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ながやんna9ajaU［名］長病み。長く患うこと。

ながゆ－na9ajuX［名］長世。長い世。長く続いた世。しよ－わぬ～（昭和の長い世)。

ながゆ－na9ajuX［名］長湯。長く入浴すること。～むぬ（長湯する者)。⑪～やひ_

ま－ぶらあしぃ（長湯をしてめまいがする)。

なかゆくいnakajukui［名］中憩い。中休み。作業の途中で一服すること。じゅ－じゆく

い（十時休み）やさんじゆくい（三時休み）などもある。

ながらしい、a9arasl［動］流す。ながしいとも言う。⑱みつじゅんじゆんかい～（水

を溝に流す)。

ながりna9ari［名］流れ。液体などが移動すること。が－らぬ～（川の流れ)。くるまい

～（車の流れ)。ひとうぬ－（人の流れ)。す_ぬ～（潮の流れ)。

ながりい、a9arii［動］流れる。液体などが低い方へ移動する。⑭みじいぬ～（水が流

れる)。

ながりぶしい、a9aribusI［名］流れ星。流星。

ながりみじい、a9arimidzI［名］流れ水。流れている水。⑪ながりみつじゅてい_ひ_

すくう（流れ水を手で掬う）。

ながりむぬnagarimunu［名］流れている物。川や浜辺に流れ寄る物。昔は浜に椰子の実

がよく流れて来た。

ながんちぃna9antsI［名］長い道。遠い道。⑪ながんつちゆあいき－だり_にゃ－ん

（長い道を歩いて疲れてしまった)。

ながんいちいna9annutsI［名］長生き。長命。長く生きること。ながんいちいびとう（長

寿の人)。まるんいちい（短命）の対。長寿の人は尊ばれる。

-なぎ‐na9i［接尾］辺り。場所を示す指示代名詞などにつき、それに近い所を表す。くま

～（この辺り）。かま～（あそこ辺り九つさら～（平良辺り）。

なぎい、a9ii［動］投げる。手でつかんで遠くへ移動させる。ていうとも言う。⑳いつす

～（石を投げる)。

なぎ<んna9iku9［動］投げ込む。むぞうさにどこかの中に入るようにする。

なぎしいていいna9isltii［動］投げ捨てる。投げるようにして捨てる。

なぎちらしい、a9itJirasr［動］投げ散らす。ものを投げるようにして散乱させる。

なぎとうばしい、a9itubasY［動］投げ飛ばす。勢いをつけて投げて飛ばす。⑬じゅ－ど_

やひ_－（柔道で投げ飛ばす)。

なぎなたna9inata［名］（新）薙刀。長い柄の先にそり返った刃をつけた武器。

なぐさみna9usami［名］（新）慰め。慰安。

なぐさみい、a9usamii［動］（新）慰める。言葉をかけたりして悲しみや寂しさを一時的に

忘れさせる。⑳かまらしいびとう_～（悲しい人を慰める)。
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なさき、asaki［名］情け。同情。困っている人に同情して援助する親切心。ひとうぬ～

（人の情け)。

なさしい、asasI［動］生ませる。⑬つふあう～（子供を生ませる)。

なしい、asＩ［名］（植）なす。ナス科。なしぃぴとも言う。

なしい、asＩ［動］産む。分娩する。－つふあ（産んだ子供)。っふあ～（子供を産むこと)。

なじぃnadzI［動］薙ぐ゜鎌などを勢いよく横に振って草などを切る。ぶ－じぃ～（砂糖

黍を収獲すること)。⑪っさう～（草を薙ぐ)。

なしいうやnasIuja［名］産みの親。⑪くりや－かいが～（この人は彼の生みの親だ)。

なじいきnadzlki［名］名づけ。命名。呼ぶための名前を与えること。～うや（名づけ親)。

なじぃきいnadzlkii［動］名付ける。呼ぶための名前を与える。⑭な－ゆ～（名前を名

付ける)。

なしいちいちい、asItsltsl［名］生し月。臨月。子供を生む予定の日。

なしいっちゃnaslttJa［名］末っ子。最後に生まれた子供。

なしいつふあnasIffa［名］産んだ子供。⑳くりや_ぱが～（これはぼくの産んだ子供

だ)。

なしぃびnaslbi［名］（植）茄子。ナス科の一年草。なしいとも言う。なが～（長い茄子)。

ま－<～（丸い茄子)。

なしいやうnasljau［動］産みそこなう。流産する。－つふあ（産み方が悪かった子供)。

なたnatａ［名］鉈。刃が厚く幅が広い刃物。薪を割るのに用いる。

なだｎａｄａ［名］涙。感動や刺激が大きい時に人間の目から出る液体。み_ぬなだとも言

う。なだじゅ_かん（涙強い)。なだゆ－かん（涙もろい)。⑳～うふうちぃ（涙を拭

く）。

なだじゆ－かんnadad5uXkaO［形］涙強い。涙をなかなか流さない様。なだゆ￣かん（涙

もろい）の対。

なだみい、adamii［動］（新）なだめる。荒れている気持を静める。

なだゆ－かんnadajukaD［形］涙弱い。涙もろい。なだゆ￣ぴとう（涙もろい人)。

なだら－nadarax［副］（新）なだらか。傾斜が急でない状態。⑪はいゆなだら_てい－

ならしぃ（畑をなだらかにする)。

なちい、atsI［名］夏。春と秋の間に訪れる暑い季節。まなちぃ（真夏)。なちぃじぃ人

（夏の衣類)。なちいやしいん（夏休み)。なちいむぬ（夏のもの。夏に着る衣服)。

なちい、atsI［動］泣く。鳴く。なちいっちゃ（泣き虫)。なちいくい（泣き声)。ながな

ちぃ（長く泣くこと)。

なちぃあかしい、atsfakasI［動］泣き明かす。泣いて夜を明かす。

なちいぐい、atsI9ui［名］泣き声。涙声。鳥などの鳴き声。⑪とういぬ～ぬあしぃ
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（鳥の鳴き声がする)。

なちいしいがいnatslsl9ai［動］泣きすがる。泣きながらすがる。

なちぃじぃんnatsIdzYO［名］夏着。夏に着る衣服。⑭～ぬちぃい（夏着を着る)。ふう

ゆじぃ人（冬もの）の対。

なちいっちゃnatsIttJa［名］泣き虫。すぐ泣くこと、ままその人。

なちいっちゃかんnatsIttJakaO［形］すぐ泣くような状態。涙もろい。⑭ぴきどうんやい

すがなちいっちゃかいばならん（男のくせに涙もろいから困る)。

なちぃなちぃnatsInatsI［副］泣き泣き。⑭～や_んかいはい（泣き泣き家に帰る)。な

ちぃなちいてい－とも言う。

なちいばらいnatsIbarai［名］泣き笑い。泣いたり笑ったりすること。

なちいま－びnatsIma:ｂｉ［名］泣き真似。⑬なちいま－びゅ_あしぃ（泣き真似をする)。

なちいまき、atsImaki［名］夏負け。夏やせ。夏バテ。⑪～ひ－むぬ－ふあ－いん

（夏バテで食欲がない)。

なちいむぬnatslmunu［名］夏物。夏着。夏に着る衣服。なちぃじぃんとも言う。⑰な

ちいんななちいむい－どうちいい（更には夏着を着る)。

なちいむぬいnatslmunui［名］泣き言。泣きながら話すこと。⑰～ゆあい（泣き言を言

う）。

なちいやしいんnatsIjasIO［名］（新）夏休み。夏のある時期学校などが授業を止めること。

⑭あちやから－～（明日からは夏休みだ)。冬休みはふうゆやしいんと言う。

なちや一らnatJaXra［名］（植）海人草。紅藻類フジマツモ科。胃薬として用いる。

なな、ana［名］七。六の次の数。なな（七）や－（八）〈〈（九）とう－（十）

と数える時使う。また助数詞につくこともできる。ななしいん（七寸)。ななしぃじぃ

（七粒)。ななとうしぃ（七年)。ななぬひとう（七人)。

ななちぃnanatsI［名］七つ。六の次の数。ななちぃ（七つ)、や－ちぃ（八つ)、くぐい

ちぃ（九つ)、とう－（十）と続く。ななちぃぬき－（七つの差)。ななちぃいとうしい

（七年)。

ななちいぶしい、anatsIbusI［名］七つ星。北斗七星。

ななとうしい、anatusl［名］七年。一年が七つ重なった年。

なななんかnananaUka［名］死んで49日目の法事。

ななみnanami［名］（新）斜め。水平から上下に先端がずれていること。⑭～んかいし

んぬひちぃ（斜めに線を引く）。

なぱｎａｂａ［名］①垢。⑪～ううとうしぃ（垢を落とす)。②茸。

なびｎａｂｉ［名］鍋。食べ物を煮る時に用いる底の浅い容器。しいるなぴ（汁鍋)。なびぬ

ふうた（鍋の蓋)。なぴぬく－（鍋の繕い)。
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なぴあさい、abiasai［名］鍋をあさること。食いしん坊。

なび－かんnabixkaU［形］滑っこい。なぴ－んちぃ（滑っこい道)。⑭あみふう￣ぬ

んつちや～（雨降り時の道は滑っこい)。

なび－んちぃnabimtsI［名］滑っこい道。⑱なぴ_んちゃあいちぃぐ－かん（滑っこい

道は歩きにくい)。

なびかしい、abikasI［動］（新）廃かせる。廉くようにする。⑪あかうかでいん～

（髪を風に廃かせる)。

なびがにnabi9ani［名］鍋をつくるのに用いる金属。

なびくs-nabi9u：［名］鍋墨。鍋につく煤。なぴぬっふうしい￣とも言う。

なびず<nabidzuku［名］鍋の底。

なびちい、abitsf［動］（新）摩〈。長くて柔らかいものが風などの流れによって横に動く。

⑭ぶ－じぃぬは－ぬかでぃん～（砂糖黍の葉が風に廉く）。

なびぬっふうしい－nabinuffusI：［名］鍋墨。なびく叡一とも。

なびひちいむぬnabi9itslmunu［名］鍋を敷くもの。鍋を火から降ろした時にそれを下に

敷くもの。

なびふうたnabifuta［名］鍋の蓋。

なびぬく－nabinukuX［名］①鍋などの穴をふさぐこと。②鍋などの穴をふさぐことを業

とする者。

なびゃ一らnabjaxra［名］（植）へちま。夏に黄色い花の咲く一年草。実は長く下が太い。

味噌煮にして食する。

なまｎａｍａ［名］生、生のもの。加工されていない自然のもの。なまむぬ（生の物)。なま

ぎ_（生木)。なまだき（生竹)。⑳～ひ－ふあう（生で食べる)。

なまあふうじい、amaafudzI［名］生まくぴ。⑪なまあふうっじゅあしぃ（生あくびをす

る)。

なまいnamai［動］鈍る。刃物が切れなくなる。なまいかたな（鈍った庖丁)。⑳いあら

ぬ～（鎌が鈍る)。

なまいnamai［動］止まる。進行中のものがそこで動かなくなる。とうまいとも言う。⑭

ばしいぬ～（バスが止まる)。

なまいうnamalzu［名］生魚。生の魚。熱を通してない自然の魚。

なまうす、amausu［名］生糞。

なまが－nama9ax［名］生皮。はがしたままの加工していない皮。

なまぎ－nama9i：［名］生木。枯れていない木。⑪～やむいぐりむぬ（生木は燃えにく

い)。

なまきい、amakii［動］怠ける。するべきことをしないで時間をむだに過ごす。⑳しいか
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まうふだ～（仕事をしないで怠ける)。

なましぃnamasI［名］膳。刺身。魚の肉などを薄く切り生のままで食べるもの。か

ちゅ－ぬ～（鰹の刺身)。いかぬ～（烏賊の刺身)。とうぴゅ－ぬ～（飛び魚の刺身)。

なまじいみnamadzImi［名］生爪。⑳なまじいみゅ_はがしぃ（生爪を剥がす)。

なまじいんnamadzI9［名］半死半生。

なまず－namadzux［名］生野菜。熱を通していない自然の野菜。

なまだき、amadaki［名］生竹。枯れていない竹。⑭なまだきゅ￣からしい（生竹を枯

らす)。かりだき（枯れ竹）の対。

なまだうふうnamadafu［名］生豆腐。揚げ豆腐に対して言う。

なまだんnamadaD［名］怠け者。するべき事をしないで時間をむだに過ごす人。なまだん

ぴとう（怠け人)。なまだんむぬ（怠け者)。

なまだんかんnamadaUkaO［形］怠ける状態。⑳かりやーなまだんかいばならん（彼

は怠けるからいけない)。

なまだんびとうnamadambitu［名］怠け人。怠ける人。

なまだんむぬnamadammunu［名］怠け者。⑭～んなでいんなたまらん（怠ける者に

は金は溜らない)。

なまちい－namatsl：［名］生血。生きている動物の血。

なまどうぬかnamadunuka［名］生卵。鳥がうんだままの熱を通していない卵。ゆでぃ

どうぬか（ゆで卵）の対。生卵を飲むと元気が出ると言われている。

なまに一namanix［名］生煮え。半煮え。料理に十分熱が通っていないこと。⑳～ひ－や

ふあ－いん（生煮えでは食べられない)。

なまにゆ－namanju：［名］生眠。うつらうつら眠ること。

なまぱ－namaba：［名］生歯。生きた動物についている状態の歯。

なまばらいnamabarai［名］生笑い。相手からひどい事を言われても意に介さず笑うこと。

なままいnamamai［名］生米。熱を通していない米。に－まい（煮た米）の対。⑳～や

ふあ－いん（生米は食べられない)。

なまみじぃnamamidzI［名］生水。沸かさないで飲む水のこと。⑱なまみっじゅぬん

（生水を飲む)。

なまむぬnamamunu［名］生物。生の物。火を通してない自然の物。

なまらしいnamarasI［動］鈍にする。切れなくする。⑳かたなう－（庖丁を切れなくす

る)。

なまらしいnamarasI［動］止める。進行中のものが動かないようにする。⑳くるまう～

（車を止める)。

なまりnamari［名］鉛。青白い色で柔らかく重い金属。釣用の重りに使ったりする。
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なまりぶしい、amaribusl［名］鰹の生り節。鰹を蒸して生にした食べ物。

なまん－nama9x［名］生芋。火を通していない芋。

なみｎａｍｉ［名］並。普通。なみぬむぬ（並のもの)。

なみい、amii［動］比べる。比較する。比べ合わせる。⑳〈いとうかりゅ_なみ－

み_る（これとあれを比べて見ろ)。

ならいnarai［名］習い。習慣。

ならｎａｒａ［名］自分。当のその人。ならがどう－（自分自身)。⑪どう－ぬくとう－

ぱ_ならひ－あっす（自分のことは自分でやりなさい)。

なら－しい、araZsI［名］教え。①教訓。教えさとすこと。②しきたり。ならわし。⑭ん

きゃ_んからいあいぬ～（昔からのそういうならわしだ)。

なら－しい、ara:ｓＩ［動］教える。相手に知らない事を説明し身につくようにする。⑭しい

んい～（学問を教える)。

なら－しいかたnaraXsIkata［名］教え方。教える方法。やな～（だめな教え方)。じゃう

～（いい教え方)。し－とうぬ～（生徒の教え方)。⑭しんし_がなら－しいかた_

じゃうと－（先生の教え方は上当だ)。

なら－しいぐりかんnaraXsI9urika9［形］教えにくい。教えるのが難しい。やぐみ～（大

変教えにくい)。⑳んなまいし一とう－～（今時の生徒は教えにくい)。

ならうnarau［動］並ぶ。いくらかのものが秩序を守って規則正しく位置する。⑬きちぃ

ぎんてい－～（きれいに並ぶ)。

ならうnarau［動］習う。相手から知らない事柄を説明して貰い身につくようにする。⑭

しんし－からかんじゅ_～（先生から漢字を習う)。

ならしい、arasl［動］馴らす。馴れるようにする。慣らす。⑬とういゆ～（烏を馴ら

す)。

ならしい、arasI［動］均す。平らにする。⑭じぃ－ゆきちぃぎん～（土地をきれいに

均す)。

ならしい、arasl［動］鳴らす。音を出すようにする。⑳ぴ－だきゅ-－（笛を鳴らす)。

ならびい、arabii［動］並べる。規則的に位置するようにする。⑳ちぃくいゆ～（机を

並べる)。

なりｎａｒｉ［名］慣れ。慣れること。や－－ふか－（家慣れ外慣れ)。⑪～てい－ぬむ

ぬ-うとうるしいむぬ（`慣れというのは恐ろしい)。

なりい、arii［動］慣れる。馴れる。⑳いんぬひとうんかい～（犬が人に馴れる)。

なりすみnarisumi［名］馴れ初め。男と女が親しくなったきっかけ。うむつし～（面白い

馴れ初め)。ひんな～（妙な馴れ初め)。

なんｎａＵ［名］波。風によって揺れ動いた水面が次々と伝わって来る現象。う－なん（大
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波)。いみなん（小波)。⑭～ぬゆしい（波が寄せる)。

なんｎａＯ［動］なめる。舌でなでるようにする。⑪あいしいけ－きゅ－－（アイスキャ

ンデーをなめる)。

なん－naD-［接頭］何。助教詞につく。なんがちぃ（何月)。なんだい（何代)。なんしい

ん（何寸)。なんどう（何度)。なんなん（何男)。なんにち（何日)。なんぴやく（何

百)。なんじゅ－（何十)。なんぎん（何斤)。なんぜん（何千)。なんじや〈（何尺)。

なんぼん（何本)。なんさちぃ（何冊)。

なんあらかんnaOarakaU［形］波が荒い。なんあらどうきや（波が荒い時)。⑳きゃ－や

～（今日は波が荒い)。

なんあらどうきやnaOaradukja［名］波の荒い時。波の荒い日。⑰～んなふうにゅ￣

ぎゃ－いだはん（波の荒い日には船は出さない)。

なんかnaOka［名］七日。人が死んでから七日ごとに行なう法事。

なんかでい、aDkadi［名］波風。波と風。⑭きゅ￣や～ぬどうちゅ￣かい（今日は波

風が強い)。

なん<－naUkuX［名］南瓜。かぼちゃ。がぱ－－（大きな南瓜)。いみ～（小さな南瓜)。

なんざんnaOsaO［名］難産。出産で胎児がなかなか生まれないこと。⑭～ぬっふぁ_

ゆ-どうすだちぃ（難産の子はよく育つ)。

なんじぃnandzl［名］難儀。①苦しみ。なんじいなむぬ（苦しい事)。②煩わしいこと。

⑪ひとうぬや－いっちゃ～（人の家に行くのは煩わしい)。なんじぃ〈んじぃはな

んじぃの重言。

なんじやnand5a［名］銀。白く光って美しいつやのある金属。⑬～ひ－でいんい

ちゆふうう（銀で貨幣を作る)。

なんちいちいnantsItsI［名］おこげ。鍋に焦げついている食物。なんちぃちぃぬかじゃ

（おこげの匂い)。

なんちぃちぃぬかじゃnantsItslnukad5a［連］おこげの匂い。⑪～ぬどうひ￣うい

（おこげの匂いがしている)。

なんとうnantu［副］どんなに。⑭ばが～あいあんまいかりや_ちぃかん（ぼく

がどんなに言っても彼は聞かない)。

なんばんnambaU［名］南蛮。南洋諸島のこと。

なんばんがさnamba99asa［名］南蛮瘡。梅毒。

なんばんがみ、ambaO9ami［名］南蛮がめ。南蛮から伝わったかめ。

Ｉこ

に－niX［名］荷。荷物。運搬される品物のこと。に_ちぃん（荷積み)。んぶに－（重い

－４７－

Hosei University Repository



荷)。がるに－（軽い荷)。⑭～ゆちいん（荷を積む)･

に－ｎｉｘ［名］①根。普通地下にあって根物体を支えている部分。にむとう（根元)。うだ

に＿（太い根)。いみに－（細い根)。②はれものの根になっている所・ぬぶたぬに￣

（おできの根)。

に－ｎｉｘ［名］子。十二支の第一。今の夜十二時頃およびその前後の二時間をさす。方角

は北。にぬはぶしぃ（北極星)。にぬは（子の方向)。

に－ｎｉｘ［名］二。一の次の数。いちに￣さんし￣と数える時用いる。にばん（二

番)。にかい（二回)。にどう（二度)。

にい、ｉｉ［動］煮る。ものを液体の中に入れて熱する。⑪むぬ￣～（ものを煮る)。

にい、ｉｉ［動］練る。これる。粉のようなものを液体とまぜ合わせる。⑭んたう～（士

を練る)。

に－あぎniXa9i［名］二上げ･三味線のこの糸を本調子より－段高めた調子･

に－かnixka［副］遅く・⑪～がみしいかまうあしぃ（遅〈まで仕事をする)。

に＿かいしい、ixkaisI［動］煮返す。煮なおす。⑪なまん￣ぬ～（生芋を煮なおす)。

に－ぐるまnix9uruma［名］荷車○荷を運搬する車。

に－しい、izJii［動］似る。性格や形が同じように見える。⑳っふあぬうやん～（子

供が親に似る)。

に－しいぎい、ixsl9ii［動］煮過ぎる。⑪むぬ－－（ご飯を煮過ぎる)。

に－ちぃみやniKtslmja［名］荷を積む者。荷を車などに積む者。

に－ちぃんniXtsIO［名］荷積む。荷を運搬車などに積むこと。⑪～なく￣むぬ（荷積み

はつらい)。

に－ぬかんnixnuka9［名］根神。集落の草分けの家から出た神女。祭りの中心的役割を担

う。

に－まい、i:mai［名］煮た米。火を通した米・なままい（生米）の対。

に－ん－niZUx［名］煮た芋。火を通した芋。なまん￣（生芋）に対して使う。

にがいni9ai［名］願い。こうありたいと思う事柄。にがいぐとう（願い事)。かんにがい

（神願い)。⑬～やかなうどうしぃ（願いは叶う)。

にがいんまｎｉ９ａｉｍｍａ［名］願いを行なう神女。

Iこがうni9au［動］①願う。⑪しんし￣んならってい￣～（先生になろうと願う)。②

祈る。⑭かんがなしいんかい～（神様に祈る)○

にがちぃni9atsi［名］二月｡￣月の次の月･いちがちぃ（一月)、’こがちぃ（二月)、さん

がちぃ（三月)、しがちぃ（四月)、ぐがちぃ（五月)、るくがちぃ（六月）、しちがちぃ

（七月)、はちがちぃ（八月)、〈がちぃ（九月)、じゅ￣がちぃ（十月）、じゅ￣いちが

ちぃ（十一月)、じゅ－１こがちぃ（十二月）と数える｡
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にがちぃかでぃま－い、i9atslkadimaxi［名］旧暦の二月頃、急に風向きが変わり天気が悪

くなること。その頃は長男には旅をさせない。

に<ｎｉｋｕ［名］（新）肉。普通はしい_しいと言う。

に〈s-ni9ux［名］①しゃこ貝。目の病気に利くと言われている。②女陰。

にぐいni9ui［名］根。根っこ。

にぐいni9ui［名］濁り。透明にすき通ってないこと。にぐいみじぃ（濁り水)。

にぐいni9ui［動］濁る。きれいでなくなる。⑭か￣ぬどうにぐり￣うい（井戸が

濁っている)。

に<んnikuD［動］煮込む。種々のものを一緒に煮る。また十分に煮る。⑭わ￣じゅ￣ゆ

～（豚肉を十分煮る)。

に<んnikuO［動］憎む。人や事をいやだと思う。⑭ちぃみゅ￣にくみ￣ひとう￣

～な（罪を憎んで人を憎むな)。

にじぃくいnidzIkui［名］荷造り。物をとりまとめて箱に入れたり縛ったりすること。⑬

ふう〈－～やひ－うぐい（衣類を荷造りして送る)。

にじいちいnidzltsl［動］根付く。移植した草・木が士になれて養分を吸収するようにな

る。

にしべniJibe［名］（地）西辺。平良市字西原のこと。そこの人々は普通にしぃむらと呼

ぶ。

にしいむらnisImura［名］（地）西村。平良市字西原のこと。平良市街地から北へ約３kｍ

行った所にある。にしべとも言う。

にしやいniJai［名］二才。青年。高校生から二十代までの男。じゃうぎ～（美しい青年)。

にちぃnitsl［名］熱。熱さを感じさせるもの。たか～（高い熱)。⑭やみ￣～ぬあが

い（病気で熱が上がるル

ーにち‐nitJi［接尾］（新）日。日数を数える助数詞。いちにち（￣日）にlこち（二日）

さんにち（三日）よ|こち（四日）ごにち（五日）と数える時用いる。

にちぃさましnitsIsamaJi［名］（新）熱冷し。解熱剤。

にちぃばんばんnitsYpampa9［副］熱が高く上がって体が熱くなる状態。⑪～なり￣

〈－ぎむぬ（熱が高くなってきつそうだ)。

にぬはぶしぃninuhabusI［名］北極星。ほとんど位置の変わらない北極に最も近い星。

にぬはninuha［名］子の方向。真北。

ににゆ一ninjuX［名］居眠り。横にならないで眠ること。⑭しいかま￣ひ－－ゆあ

しぃ（仕事中に居眠りする)。

(こにゆ－ぎ－ninjux9ix［名］（植）ギンネム。アメリカ産でマメ科の落葉低木。観賞用に

植えられたが、最近はお茶の原料にもなっている。
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にぱいnibai［動］食物などが腐れる｡⑳まいぬどうにばり￣うい（ご飯が腐れてい

る)。

にぱいかじやnibaikad5a［名］食物などの腐った臭い。⑪～ぬどうひ￣うい（食物など

の腐った臭いがしている)。

にばんnibaD［名］①二番。⑳きよ￣そにゃ￣や～（競争は二番だ)。②屋号の一つ。東

支部に属する。

にばりいnibarii［動］食物などが腐れて悪臭を出す。すえる。⑳いうぬどう～（魚が腐

れて悪臭を出す)。

にばんじゃ－niband5ax［名］二番座。

にばんどうい、ibandui［名］二番鶏。二番目に鳴く鶏。－番目に鳴くのはいちいばんどう

いと言う。

にむちぃnimutsI［名］荷物。手に持ったり運搬したりする物。がぱ-－（大きな荷物)。

いみ～（小さな荷物)。⑳にむつちゅむちぃ（荷物を持つ)･

にむとうnimutu［名］根元。根の部分。

にや－んnjax9［形］②ない。物事が存在しない。⑭くまんなしゆむつちや～（ここ

には本はない)。②動詞の接続形について、完了の意味を表す。⑬んみゃていが

みや＿かき＿～（もう手紙は書いてしまった)。

にや－んnjaxO［副］ように。⑪っぶあが～ないぶしいむぬ（君のようになりたい)。

(こゅうｎｊｕｕ［動］寝る。横になって休む。また睡眠をとる。にゅ￣むぬい（寝言)。

にゅ－いちいnjuxitsI［名］寝息。

にゆ－かんnjuxkaU［形］遅い。のろい。にゅ￣ぬ￣ま（のろい馬)。

にゆ－ぐすいnjux9usui［名］睡眠薬。眠れない時に飲んで眠れるようにする薬。

にゆ－じぃぶんnjuxdzlbuU［名］寝る時間。

にゆ＿さりかじやnjuXsarikad5a［名］すえたにおい。まいい～（ご飯のすえたにおい)。

にゆーさりかんnjuxsarika9［形］すえたにおいである。

にらいかないniraikanai［名］海上かなたの楽土。

にらうnirau［動］狙う。目標を定める。⑪とういゆにらい￣うちぃ（鳥を狙って撃

つ)。

-にん-niU［接尾］（新）人を数える単位･いちにん（一人）に'こん（二人）さんにん

（三人）じゅ-にん（十人)･普通は、たうきゃ￣（￣人）ふうた￣（二人）み

ちゃ＿（三人）ゆた－（四人）いちいぬひとう（五人）むゆぬひとう（六人）

のように数える。

-にん‐niO［接尾］（新）年を数える単位。いちにん（－年）に'こん（二年）さんに人

（三年）と数える。
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にんいりniOiri［名］（新）念入り。よく気をつけて何かを行なうこと。⑭～んきうっ

じゅあっす（念入れに掃除をしなさい)。

にんがんqiD9aD［名］（新）念願。事の実行を常に願っていること。んきゃ￣んからい～

（昔からの念願)。や－にんじゅぬ～（家族の念願)。

にんぎんni99iD［名］人間。人。喜怒哀楽を持つ動物。～かんき￣（人間関係)。～こく

ほ－（人間国宝)。～み（人間味)。

にんす－ni9sux［名］（新）年数。ある時からある時へ要した年の数。

にんそ－niDsox［名］（新）人相。人の顔に現われると言われる運勢や性格。⑪～ゆみ

い（人相を見る)。

にんじゆnind5u［名］人数。①集まりに集まっている人々のこと。②￣団の意となる。

や＿にんじゅ（家族)。ぶどういにんじゅ（踊りをする￣団)。

にんじゆ－nind5uX［名］年中。一年の間。にんじゆ￣ぬくとう（年中の事)。

にんじよ－nindSox［名］（新）人情。人が持っている人間らしい心。にんじよ￣ぱなしい

（人情話)。

にんにんninni9［副］年々・年ごとに。⑪～つすっさぎぬは￣さない（年々白髪が

増える)。

ぬ

い、ｕ［助］の。格助詞。①体言や副詞について次の体言を修飾する。いんいつふあ（犬

の子)。しぃぐぬとうきや（直ぐの時)。②主格を表す。⑪はなぬさちぃ（茶が咲く）。

ぬいｎｕｉ［名］糊。でんぷん質のものを煮て粘りを出したもの。⑭～ゆちいきい（糊を

付ける)。

ぬいｎｕｉ［動］塗る。色などを物の表面にすりつける。⑪いる￣たなんかい～（色を

板に塗る)。

ぬいかいしい、uikaisI［動］縫い返す。逆方向に縫ったり縫い直したりする･

ぬいくんnuikuU［名］縫い込み。物を中に入れて縫うこと。

ぬいくんnuikuO［動］縫い込む。物を中に入れて縫う。⑪わたうふうとうんかい～

（綿を布団に縫い込む)。

ぬいっすいnuissui［名］塗り薬。塗って病気を治す薬。

ぬいなうしい、uinausl［動］縫い直す。縫ったものをほどいて改めて縫う。⑳まちいがい

とうぐなう～（間違った箇所を縫う直す)。

ぬいぱいnuibai［名］縫い針。縫うための針。まちぱい（待ち針）の対。

ぬいみ－nuimiX［名］縫い目。縫った糸の目。まうとうな～（真っ直ぐな縫い目)･ゆが

ん～（歪んだ目)。
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ぬいむぬnuimunu［名］縫物。裁縫。⑳ぬいむぬ－むちいかしいかん（裁縫は難しい)。

ぬうｎｕｕ［動］縫う。糸を通した針を出し入れして布などを継ぎ合わせる。⑪ちいんい

～（着物を縫う)。

ぬ－，u：［名］野。草などが生えている自然の広地。

ぬ－い、uxi［動］乗る。載る。外から移動して何かの上に位置を占める。⑭ぬ－まんかい

～（馬に乗る)。しんぶんかい～（新聞に載る)。

ぬ－い、u:ｉ［動］登る。過程に注目して上に移動する。ぬ_いふうちぃ（登り口)。⑪や

まんかい～（山へ登る)。

ぬ－いうりnuXiuri［名］登り降り。過程に注目して上下に移動すること。かいだんぬ～

（階段の登り降り)。やまんかいぬ～（山への登り降り）。

ぬ－いぬ－まnuxinuxma［名］乗り馬。乗馬用の馬。

ぬ－いふうちい、uxifutsI［名］登り口。⑪ぬ－いふうっちゅふうさじぃな（登り口をふ

さぐな)。

ぬ－いむぬnuXimunu［名］乗り物。人を乗せて運ぶ交通機関。⑪ばつざ～（バスは乗り

物だ)。

ぬ_しい、uxJii［動］乗せる。載せる。⑪ぬ－まんかい～（馬に乗せる)。しんぶんかい

～（新聞に載せる)。

ぬ－だnuxda［名］（地）野田。平良市字大浦の北約２kmに位置する森林地域。

ぬ－まnuXma［名］（動）馬。ウマ科の耕作・乗用にする家畜。ぴき～（雄馬)。み－～

（雌馬)。

ぬ－まいたちい、uxmanutatsI［名］馬小屋。馬をおく小屋。

ぬ－まいっさnuxmanussa［名］馬の草。馬の食べる草。

ぬ－まいふうらがたnuxmanufura9ata［名］（昆）とのざまバッタ･頭と胸部は緑色で、全

長五～七センチの大形バッタ。

ぬ－まいや－nuxmanujax［名］馬小屋。ぬ－まいたちいとも言う。

ぬかｎｕｋａ［名］糠。米・麦などを精白する時とり除いた薄い皮。

いがりいnu9arii［動］（新）逃れる。危険な状態から遠ざかる。⑪ていきから～（敵か

ら逃れる)。

ぬくいnukui［名］残り。残したもの。ぬくいむぬ（残ったもの)。ふあうぬくい（食べ残

り)。とういぬくい（取り残り)。あしぃぬぐい（為残り）。

ぬくいnukui［動］残る。すべて無くならないで、後に幾らか有る。⑭し－とうぬがっ

こ－ん～（生徒が学校に残る)。

ぬぐいだかnukuidaka［名］残高。残額。収支を勘定して、後に有る金額。

ぬくいむぬnukuimunu［名］残り物。⑳ぬくいむい－ふあう（残り物を食べる)。
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ぬぐうnu9uu［動］拭きとる。汗．涙．汚れなどを拭いて無くする。⑳なだう～（涙を

拭う)。

ぬくしい、ukusI［動］残す。まだ後に何か有るようにする。⑩ふあうむぬ￣～（食べ物

を残す)。

ぬくじぃ一nukudzlX［名］鋸。材木などを切る道具。ぬくじぃ￣ぬは￣（鋸の歯)。ぬく

じぃ一ぬくじぃ（鋸のくず)。

ぬしい、usＩ［名］①主。主人。②所有者。や￣ぬぬしぃ（家の所有者)。

ぬじぃnudzI［動］追い抜く。追いついて先になる。抜く意味ではんじい､dzIを用いる。

⑳ぎ＿からゆた－いぬぎ－いちいばん￣ない（びりから四人追い抜いてトップ

になる)。

ぬしぃどうnusIdu［名］盗人。泥棒。他人の物をだまって自分のものにする人・やなぬ

しぃどう（いやな盗人)。ぬしいとうまゆ（泥棒猫)。

ぬしいとうまゆnusItumaju［名］盗みをする猫。泥棒猫･

ぬしいんnusI9［動］盗む。他人の物をだまって自分の物にする。⑪でいんい～（金を

盗む)。

いずみやnudzumja［名］望む人。求婚者。

ぬずんnudzu9［名］望み。希望。よくなりたい願い。⑭っぶあが～ななう（君の望

みは何だ)。

ぬずんnudzu9［動］望む。物事を希望したり求婚したりする。⑪うやきゅ￣～（金持

ちを望む)。ば＿かりゅ－どう～（ぼくは彼女を望む)。

いちいnutsI［名］軒。屋根の下にある張り出した部分。

ぬどうｎｕｄｕ［名］喉。口の奥にある部分。まる～（短い喉)。なが～（長い喉)。喉がい

いのように声の意味では用いない。ぬどうぶに（喉仏)。

ぬどうい、udui［名］喉。いぶいとも言う。

ぬどうかnuduka［名］（新）のどか。落ちついて静かな状態。

ぬどうが－ちぃnudu9axtsI［名］喉が渇くこと。⑳なちいんなゆ￣どう～ぬあしぃ

（夏にはよく喉渇きがする)。

ぬどうぶにnudubuni［名］喉仏。喉のとんがった骨。

ぬいｎｕｎｕ［名］布。麻.もめんなどの織物。あか～（赤布)・あさ～（麻布)・むみん～

（もめん布)。ばさ～（芭蕉布)。～うい（布織)。⑪ぬい￣うい（布を織る)○

ぬぬうい、unuui［名］布織。布を織ること。

ぬいうりやnunuurja［名］布を織る人。布は女性が織った。

ぬいぐちぃnunu9utsI［名］布でできた靴。か￣ぐちぃ（皮靴）に対して言う。

ぬぴあがい、ubia9ai［動］（新）伸び上がる。⑪ぬびあがり￣みい（伸び上がって見る)｡
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ぬび－nubi：［名］（植）野蒜。ユリ科の植物で臭いがあり食用とする。

ぬびぬびnubinubi［副］（新）のびのび。⑪～んなり￣うい（のびのびになっている)。

ぬぶいnubui［名］喉。ぬどういとも言う。

いぶいふうじぃnubuifudzl［名］喉と首。頭と胴体を結ぶ部分。

いぶたnubuta［名］おでき。できもの。皮膚がはれて膿んだもの。〈ぱ～（堅いおでき)。

やぱ～（柔らかいおでき)。⑪～うあ￣しぃ（おできを零す)。

いみ<んnumiku9［動］（新）飲み込む。喉から落とす。理解する意味はない。⑳ふあう

むぬ_～（食べ物を飲み込む)。

ぬるｎｕｒｕ［名］のろ。神女。沖縄本島方言から入った語。

ぬるかんnurukaO［形］ぬるい。お茶や風呂などが熱くない。ぬるちゃ￣（ぬるいお茶)。

ぬるゆ＿（ぬるい湯几⑭きゅ－ぬゆ_や～（今日の風呂はぬるい)。

ぬるぬるnurunuru［擬態］ぬるぬる。なめくじなどの状態。⑳ん￣ない～てい￣う

い（貝がぬるぬるとしている)。

ぬるちゃ－nurutJax［名］ぬるいお茶。熱くないお茶。

ぬるみじぃnurumidzl［名］ぬるい水。ぬるゆ－とも。

ぬるゆ－nurujuZ［名］ぬるま湯。ぬるい風呂。

ぬるんnuru9［動］ぬるむ。湯などの温度が奪われ熱くなくなる。⑳ちや￣ぬ～（お茶

がぬるむ)。

ぬんｎｕ９［名］（昆）蚤。ノミ科で人畜の血を吸う赤茶色の昆虫。

ぬんｎｕＯ［名］鑿。大工が材木に穴などをあけるのに使う道具。

ぬんｎｕ９［動］飲む。口に入れたものを喉から落とす。声を飲む。涙を飲むなどの用法は

ない。⑰みつじゅ～（水を飲む)。

いんだい、undai［名］飲み代。酒を飲むための金・

ぬんっすいnuUssui［名］飲み薬。飲んで病気を治す薬・ぬいつすい（塗り薬）の対。

ぬんどうしい、undusf［名］飲み友達。主に酒を飲むための友達･

ぬんはていいnuOhatii［動］飲み果てる。残らないように飲む。⑭ちや￣ゆ～（お茶を

飲み果てる)。

ぬんふうちぃnuDfutsI［名］飲み口。飲む時に口に当てる部分。⑪ざしぬ～からみつ

じゅぬん(柄杓の飲み口から水を飲む)。

ぬんみじい、ummidzl［名］飲み水。飲むための水。あらいみじぃ（洗い水）などに対し

て使う。⑳ぬんみつじゅXん（飲み水を汲む)。

ぬんむぬnummunu［名］飲み物。嗜好品として飲むもの。⑪ぬんむぬ￣かいくう

（飲み物を買って来い)。
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ね

ね－ね－nemeX［名］（新）姉。同じ親から生まれた年上の女性。ぱが～（私の姉)。っ

ぶあどうが～（君達の姉さん)。～がちいん（姉の着物)。

ねじned5i［名］（新）ねじ。ねじ込んで物を止めたり、ぜんまいを巻く装置。⑳ねじゅ_

まふう（ねじを巻く）。

ねじまわしned5imawaJi［名］（新）ねじ回し。ねじの頭に当てて、ねじを入れたり出し

たりする工具。⑰～ひ_ねじゅ－ま_しぃ（ねじ回しでねじを回す)。

ねんからねんじゆ－neDkaranend5uX［副］（新）年がら年中。飽きずに常にその状態を

保っている様子。⑳～しゅむつちゅばか－いゆみ_うい（年がら年中本ばかり読

んでいる)。

の

の－ｎｏ：［名］（新）脳。頭蓋骨の中にあり、精神の働きを司る柔らかくひだのあるもの。

普通じぃ－dzlxと呼ぶ。じぃ－あっぶあ（脳みそ)。

の－ぱいぬnoxbainu［連体］（新）どんな。そのものを性質・状態などの点で限定するこ

とができないことを示す。普通はなうばいぬと言う。の－ぱいぬぴとう（どんな人)。

の－ぱいぬむぬ（どんな物)。の_ぱいぬかんがいが（どんな考えか)。
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